
令和 7 年 4 月 14 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞
活動場所：あんしん市場牛牧直売所
実施日程：毎日
実施した生産活動：菌床しいたけの産直販売

＜目的＞

＜成果＞
結果：令和6年1月～12月までで売上1,690,000円

狙い：地元の多くの方に知ってもらい、売上向上につなげる。

住　所 長野県飯田市座光寺1419－1 管理者名 今村忠弘

地元の生産者組合に加盟し、ほぼ毎日収獲したしいたけを持
ち込み販売をしている。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 アップル工房イイダ農産事業部 事業所番号 2010500334

連携先企業名 牛牧直売会　あんしん市場 担当者名 原　正樹

電話番号 0265－56－8250 対象年度 令和6年度

地域連携活動の概要

連携先の企業等の意見または評価

利用者数：毎日15名程度の利用者が栽培、収穫、梱包、搬入
作業を担っている。

地域のメリット：地域で作られる安心安全な、きのこを購入
できる。

対象者のメリット：生産者として直に消費者と関わり、生の
声を聞くことができる。それが利用者にとってのやる気向上
にもつながる。

成果：お客様の評判も良く、利用者のモチベーションアップ
につながった。

課題：需要の高い時期に品物が不足して充分に出し切れない
時があった。更なる生産の安定化が必要である。

　アップル工房イイダ農産事業部様には、当店が定休日でない限りほぼ毎日朝の6時30分頃には納品いただき、今ではなくて
はならない商品であり会員様です。
　あんしん市場は地元生産者と消費者をつなぐ役割をコンセプトとして販売活動をしていますので、おいしいしいたけ、きく
らげを納品いただいていることが、当直売所を運営する上で最も重要な役割を果たしてくれています。
　また、収穫後の菌床を無償提供いただき、当店のイベント等でお客様に無料で配布していますが、家でしいたけがまだ収穫
できるとお客様には大変喜んでいただいています。特に小さな子供さんのいるご家族がイベント参加の時などは、「今回は
アップル工房の菌床は無いの？」という声が多く聞かれるようになり、当直売所も大変嬉しく思います。
＜今後の連携強化に向けた課題＞
　課題といえるかどうかですが、アップル工房様のしいたけはリピート客が多いため、今後も確実に朝お届けいただけること
をお願いしたいのと、菌床の無料提供をいただき配布することで、当直売所を通じて食・生産・地域環境などについて家庭内
で理解が深まると考えますので、ご協力をお願いします。
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